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Ⅱ
　
論
功
行
賞
に
つ
い
て

一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
後
に
勝
者
の
琉
球
王
国
は
、
忠
誠
を
誓
い
功
績
の
あ
っ
た
人
々
に
論
功
行
賞
と

し
て
当
地
（
宮
古
・
八
重
山
）
の
行
政
の
役
職
を
与
え
て
い
る
。

一
、
宮
古
側
の
論
功
行
賞

【
原
文
】
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【
読
み
下
し
】

宮
古
山
の
空
広
、
中
山
に
入
覲
す
。

大
明
天
順
年
間
、
宮
古
山
に
空
広
な
る
者
有
り
。
生
質
敏
捷
、
才
智
群
に
超
ゆ
。
幼
稚
の
時
よ
り
島
大
立
大
殿
（
乳
名
は
真
佐
盛
大
殿
）
に

供
奉
す
。
大
殿
、
恒
に
之
れ
寵
愛
す
る
こ
と
、
恰
も
珍
宝
の
如
し
。
其
の
家
事
を
将
て
悉
く
皆
委
管
す
。
大
殿
已
に
老
衰
に
及
び
、
男
、
後

手
盛
及
び
空
広
を
し
て
宮
古
の
政
事
を
摂
治
せ
し
む
。
大
殿
病
卒
す
る
に
至
り
、
後
手
盛
、
父
の
家
統
を
継
ぎ
、
陞
り
て
島
主
と
為
る
。
中

山
に
貢
朝
し
て
帰
り
来
る
の
時
、
姑
米
山
に
漂
至
し
、

に
疾
病
に
染
み
て
早
已
に
世
を
棄
つ
。
空
広
、
遂
に
明
主
の
命
を
奉
じ
、
陞
り
て

島
主
職
に
任
じ
、
豊
見
親
と
称
す
。
後
年
に
至
り
、
赴
き
て
空
広
中
山
に
到
り
、
以
て
覲
朝
を
為
す
。
時
に
隆
恩
を
蒙
り
金
銀
簪
を
賞
賜
す
。

弘
治
年
間
、
八
重
山
謀
叛
の
時
、
朝
廷
に
具
疏
し
て
、
子
弟
を
率
領
し
、
大
将
に
跟
随
し
て
八
重
山
を
征
討
し
、
以
て
平
治
を
致
す
。
空
広
、

貢
賦
を
制
定
し
、
又
中
山
に
入
り
、
治
金
丸
・
藻
玉
一
顆
を
賀
献
す
。
次
男
祭
金
豊
見
親
は
擢
ん
で
て
八
重
山
頭
役
と
為
り
、
彼
の
島
を
鎮

守
す
。
三
男
知
理
真
良
は
他
の
兄
に
跟
従
し
て
又
八
重
山
に
到
り
、
遂
に
名
田
大
知
の
女
を
娶
り
て
彼
の
島
に
栖
居
し
、
子
孫
繁
昌
し
富
貴

栄
華
す
。

始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
。

宮
古
山
の
鯖
祖
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
は
、
英
雄
豪
傑
に
し
て
勇
力
甚
だ
大
な
り
。
是
の
年
、
長
男
金
盛
豊
見
親
、
次
男
真
列
金
豊
見
親
及

び
金
志
川
豊
見
親
・
砂
川
巫
女
等
を
率
領
し
、
大
里
等
に
跟
随
し
て
八
重
山
を
征
伐
し
、
巳
に
凱
功
を
得
た
り
。
即
ち
仲
宗
根
豊
見
親
を
擢

ん
で
て
宮
古
頭
職
と
為
し
、
亦
真
列
金
豊
見
親
を
陞
せ
て
始
め
て
八
重
山
頭
職
と
為
す
。
真
列
金
、
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
す
。
彼

の
島
の
人
民
、
み
な
疏
文
を
具
し
、
豊
見
親
を
中
山
に
告
訴
す
。
即
ち
頭
役
を
革
め
去
り
故
郷
に
摘
回
す
。
仲
宗
根
豊
見
親
、
巳
に
病
卒
の

後
、
長
男
金
盛
豊
見
親
、
父
の
家
統
を
継
ぎ
て
宮
古
山
頭
職
に
陞
任
す
。
金
盛
も
亦
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
。
而
し
て
其
の
事
中
山
に
聞
す
。
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中
山
、
使
を
遣
は
し
、
将
に
以
て
他
の
罪
を
鞠
訊
せ
ん
と
す
。
其
の
使
者
未
だ
到
ら
ざ
る
の
時
、
金
盛
病
に
罹
り
、
蚤
亡
す
。
使
者
家
財
を

抄
没
し
、
二
女
を
擒
に
し
て
帯
び
回
り
、
其
の
二
女
を
将
て
、
貶
し
て
人
婢
と
為
す
。
両
三
年
に
至
り
、
他
の
罪
を
赦
免
す
。
本
島
に
摘
帰

す
る
の
時
、
亦
暴
風
に
逢
ひ
、
多
良
間
山
に
飄
至
し
て
船
を
大
礁
に
破
り
、
人
皆
湮
没
す
。
二
女
の
尸
体
、
海
浜
に
漂
来
す
。
邑
人
、
之
れ

を
見
之
れ
を
憫
み
、
撈
ひ
揚
げ
て
之
れ
を
山
地
に
葬
る
。

始
め
て
多
良
間
島
主
を
置
く
。

宮
古
山
の
土
原
豊
見
親
、
亦
、
仲
宗
根
豊
見
親
に
跟
ひ
て
八
重
山
を
征
伐
す
。
而
し
て
功
を
成
し
凱
旋
す
。
是
れ
に
由
り
て
聖
主
深
く
之
れ

を
嘉
奨
し
、
遂
に
土
原
豊
見
親
を
摺
ん
で
て
、
陞
せ
て
多
良
間
島
主
と
為
し
、
称
し
て
豊
見
親
職
と
為
す
。

附
　
宮
古
山
に
、
始
め
て
大
阿
母
を
封
ず
。

弘
治
年
間
、
宮
古
山
の
仲
宗
根
豊
見
親
、
大
将
軍
に
随
ひ
て
八
重
山
を
征
伐
し
、
以
て
平
治
を
致
す
。
幸
に
嘉
奨
を
蒙
る
。
而
し
て
其
の
妻

於
津
美
嘉
を
召
見
す
。
美
嘉
、
将
に
中
山
に
渉
ら
ん
と
す
る
の
時
、
遍
く
神
嶽
を
巡
り
恭
し
く
蔡
品
を
備
へ
て
国
家
泰
平
、
聖
主
万
福
を
祈

す
。
而
し
て
中
山
に
渉
り
来
り
、
恭
し
く
其
の
仏
餉
を
聖
主
に
献
ず
。
聖
主
、
美
嘉
を
褒
美
し
、
封
じ
て
大
阿
母
と
為
す
。
其
の
子
孫
、

世
ゝ
大
阿
母
を
襲
ふ
。
而
し
て
且
金
簪
一
顆
・
白
絹
衣
一
領
・
素
珠
一
串
を
恩
賜
す
。
而
し
て
大
阿
母
此
れ
よ
り
し
て
始
ま
る
。
此
れ
よ
り

の
後
、
聖
主
の
洪
禧
有
る
に
逢
ふ
毎
に
、
必
ず
入
京
覲
朝
し
て
以
て
方
物
を
献
じ
、
永
く
著
し
て
例
と
為
す
。

１．

仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
一
族
に
つ
い
て

「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
後
、
論
功
行
賞
と
し
て
、
宮
古
島
の
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
は
「
忠
導
氏
」
で
宮
古
頭
に
な
り
、
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父
の
死
後
長
男
の
仲
屋
金
盛
豊
見
親
（
玄
武
）
も
宮
古
頭
を
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
二
男
の
真
列
金
（
祭
金
）
豊
見
親
玄
数
が
八
重
山
頭
、

弟
（
三
男
）
の
知
理
（
利
）
真
良
豊
見
親
も
「
宮
金
氏
」
を
立
て
て
寛
忠
と
名
乗
り
、
真
列
金
豊
見
親
玄
数
の
後
を
継
い
で
八
重
山
頭
に
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
名
（
長
）
田
大
知
（
長
栄
姓
大
宗
信
保
）
の
娘
が
、
宮
古
の
忠
導
氏
家
譜
正
統
の
元
祖
・
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
三

男
、
八
重
山
頭
の
知
理
（
利
）
真
良
豊
見
親
（
寛
忠
）
に
嫁
い
で
い
る
。
長
田
大
翁
主
（
名
田
大
知
）
は
娘
を
通
し
て
、
宮
古
の
仲
宗
根
豊

見
親
玄
雅
と
契
り
を
交
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、
知
利
真
良
豊
見
親
（
寛
忠
）
は
伝
承
に
よ
る
と
、
当
地
の
八
重
山
で
一
生
を
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
八
重
山
で
「
寛
」
と

い
う
名
乗
頭
の
付
く
人
に
は
、
新
参
の
系
持
ち
の
守
恒
姓
大
宗
寛
長
（
一
六
〇
〇
年
生
）
が
い
る
。
守
恒
姓
大
宗
寛
長
は
、
宮
金
氏
大
宗
寛

忠
一
族
と
関
わ
り
が
あ
っ
て
名
乗
頭
の
「
寛
」
を
も
ら
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
五
〇
三
年
に
宮
古
の
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
妻
・
於
津
美
嘉
（
宇
津
免
嘉
）
が
初
代
の
大
阿
母
（
大
安
母
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）、『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』（
58
ペ
ー
ジ
か
ら
68
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
『
平
良
市
史
　
前
近
代
　
第
三
巻
　
資
料
編
１
』（
一
九
八
一
年
／
平
良
市
）
の
「
三
、
宮
古
関
係
系
図
家

譜
」
の
「
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
」
よ
り
七
代
元
祖
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
先
祖
で
初
代
根
間
大
按
司
か
ら
八
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
ま
で

の
戸
主
や
室
（
妻
）
た
ち
の
関
係
系
図
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
代
＝
根
間
大
按
司
（
不
伝
）、
室
は
不
明
。

二
代
―
根
間
角
嘉
良
天
大
之
大
氏
（
不
伝
）、
室
は
思
免
娥
（
不
伝
）。

三
代
―
目
黒
盛
豊
見
親
（
不
伝
）、
室
は
不
明
。

四
代
―
真
角
与
那
盤
殿
（
不
伝
）、
室
は
不
明
。
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五
代
―
普
佐
盛
豊
見
親
（
不
伝
）、
室
は
不
知
何
人
。

六
代
―
真
誉
之
子
豊
見
親
（
不
伝
）、
室
は
目
娥
月
（
不
伝
）。

七
代
―
元
祖
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
（
天
順
年
間
生
〜
嘉
靖
年
間
卒
）、
室
は
大
阿
（
安
）
母
宇
津
免
嘉
（
天
順
年
間
生
〜
嘉
靖
年
間
卒
）。

八
代
―
二
世
八
重
山
豊
見
親
玄
数
（
成
化
年
間
生
〜
嘉
靖
年
間
卒
）、
室
は
免
嘉
（
成
化
年
間
生
〜
嘉
靖
年
間
卒
）。

九
代
―
三
世
西
仲
宗
根
与
人
玄
保
（
一
四
九
二
〜
一
五
四
〇
年
）、
室
は
邊
計
真
良
（
一
四
九
四
〜
一
五
四
七
年
）。

十
代
―
四
世
平
良
親
雲
上
玄
守
（
一
五
三
六
〜
七
七
年
）、
室
は
大
阿
（
安
）
母
保
那
人
盛
（
一
五
四
四
〜
一
六
一
六
年
）。

十
一
代
―
五
世
新
里
与
人
玄
與
（
一
五
七
三
〜
一
六
一
七
年
）、
室
は
保
那
利
（
一
五
七
六
〜
一
六
一
三
年
）。

十
二
代
―
六
世
島
尻
首
里
大
屋
子
玄
恒
（
一
六
〇
二
〜
四
七
年
）、
室
は
保
那
人
（
一
六
〇
一
〜
二
七
年
）。

十
三
代
―
七
世
平
良
親
雲
上
玄
淑
（
一
六
二
一
〜
九
三
年
）、
室
は
免
娥
（
一
六
二
一
〜
六
三
年
）。

十
四
代
―
八
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
（
一
六
四
八
〜
九
九
年
）、
室
は
亀
（
一
六
四
七
〜
一
七
三
〇
年
）。
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２．

根
馬
氏
一
世
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
一
族
に
つ
い
て

（
２
）、『
根
馬
氏
系
圖
家
譜
正
統
』（
序
・
定
基
川
平
首
里
大
屋
子
・
宇
座
盛
定
経
・
定
寛
大
筆
者
）

平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
『
平
良
市
史
　
前
近
代
　
第
三
巻
　
資
料
編
１
』（
一
九
八
一
年
／
平
良
市
）
の
「
三
、
宮
古
関
係
系
図

家
譜
」
の
「
根
馬
氏
系
圖
家
譜
正
統
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

粤
吾
始
祖
尋
根
馬
大
按
司
之
来
由
父
母
不
知
為
何
人
大
按
司
息
男
根
馬マ
マ

角
嘉
和
良
天
大
之
大
氏
同
人
一
子
目
黒
盛
是
者
目
上
以
有
北
斗
之
黒

痣
為
名
之
也
母
者
西
銘
嘉
播
親
之
長
女
思
免
娥
是
則
為
孝
女
也
目
黒
盛
幼
稚
之
時
父
母
雙
亡
因
茲
被
養
伯
父
根
馬マ
マ

之
大
氏
有
年
矣
目
黒
盛
至

于
七
歳
之
比
躄
不
歩
行
一
日
被
辱
罵
奴
僕
而
勃
然
而
躍
起
従
是
行
歩
得
自
□
矣
随
成
人
為
仁
徳
之
長
者
庶
民
慕
之
始
父
母
終
称
目
黒
盛
豊
見

親
尊
之
為
一
島
之
主
長
也
嫡
子
真
角
与
那
盤
殿
母
者
白
川
根
志
瑠
殿
一
女
孟
仁
似
也
与
那
盤
殿
二
男
家
督
根
馬
伊
嘉
利
天
性
孝
順
而
居
父
之

喪
思
慕
切
也
慮
墓
所
三
年
涕
泣
而
不
休
寝
慮
時
夢
父
於
天
川
崎
甦
生
驚
起
而
往
視
之
恠
哉
俄
泉
湧
出
而
長
七
八
尺
計
之
髪
毛
二
三
根
得
之
矣

忽
然
仙
女
一
人
出
現
乞
取
之
伊
嘉
利
無
心
而
与
之
帰
翌
日
往
天
川
又
逢
仙
女
曰
女
孝
心
深
事
聞
干
龍
宮
界
龍
王
殊
嘉
之
使
妾
導
君
也
帰
去
往

而
応
王
命
伊
嘉
利
従
之
入
海
中
立
地
金
殿
玉
樓
光
輝
恰
似
上
界
之
風
景
龍
王
曰
汝
孝
心
感
動
天
地
吾
海
中
皆
憐
之
此
界
有
皷

入
祭
之
歌

舞
於
墓
所
奏
之
則
先
祖
有
上
天
之
福
子
孫
繁
昌
之
慶
也
於
是
三
月
翌
之
龍
王
曰
汝
舞
楽
成
熟
早
帰
去
三
年
三
月
齊
戒
精
進
而
奏
之
為
如
在
矣

伊
嘉
利
謝
恩
而
出
殿
門
忽
然
而
帰
出
於
天
川
崎
龍
宮
界
之
三
介
月
者
陽
間
之
三
年
也
従
是
當
地
皷

人
之
祭
始
也
伊
嘉
利
嫡
子
桃
多
良
其
嫡

子
中
智
盛
年
数
久
遠
而
勉
職
位
階
生
卒
不
詳
其
嫡
子
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
是
則
為
根
馬
氏
系
祖
也
（
略
）

【
要
約
】
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こ
こ
に
わ
が
始
祖
根
馬
大
按
司
の
来
由
を
尋
ね
る
に
、
父
母
は
何
人
た
る
か
を
知
ら
ず
。
大
按
司
の
息
子
根
馬
角
嘉
和
良
天
大
之
大
氏
、
同

人
の
一
子
目
黒
盛
、
こ
れ
は
目
の
上
に
北
斗
の
黒
痣
（
ほ
く
ろ
）
あ
る
を
も
っ
て
の
名
な
り
。
母
は
西
銘
嘉
播
親
の
長
女
思
免
娥
、
こ
れ
す

な
わ
ち
孝
女
た
る
な
り
。
目
黒
盛
が
幼
稚
の
時
、
父
母
ふ
た
り
亡
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
伯
父
の
根
馬
之
大
氏
有
年
に
養
わ
れ
る
。
目
黒
盛
、

七
歳
の
頃
に
い
た
り
て
、
足
な
え
て
歩
行
す
る
こ
と
な
せ
ず
。
あ
る
日
、
奴
僕
に
罵
り
辱
め
ら
れ
、
し
こ
う
し
て
勃
然
と
顔
色
か
え
て
躍
起

に
な
り
、
こ
れ
よ
り
有
る
こ
と
を
得
る
。
成
人
に
な
る
に
し
た
が
い
て
、
仁
徳
の
長
者
と
な
り
、
庶
民
は
じ
め
父
母
の
よ
う
に
慕
い
、
つ
い

に
目
黒
盛
豊
見
親
と
称
し
て
尊
し
、
一
島
の
長
と
な
る
な
り
。
嫡
子
真
角
与
那
盤
殿
、
母
は
白
川
根
志
瑠
殿
の
一
女
で
孟
仁
似
な
り
。
与
那

盤
殿
の
次
男
に
し
て
家
督
の
根
馬
伊
嘉
利
は
、
天
性
孝
順
に
し
て
「
居
父
之
喪
思
慕
切
也
」（
＝
「
亡
く
な
っ
た
父
へ
の
思
慕
の
念
を
捨
て

る
こ
と
が
で
き
ず
」
ぐ
ら
い
の
意
味
か
）、
墓
所
に
三
年
、
涕
泣
し
て
休
み
寝
ず
。
時
に
父
、「
天
川
崎
」
に
お
い
て
甦
生
す
る
を
夢
見
、
驚

き
起
き
て
「
往
き
て
怪
を
み
る
や
」。
に
わ
か
に
泉
、
湧
出
し
て
、
長
さ
七
、
八
尺
ば
か
り
の
髪
の
毛
、
二
、
三
根
を
得
る
。
忽
然
と
し
て

仙
女
一
人
出
現
し
て
取
る
を
乞
う
。
伊
嘉
利
、
無
心
に
し
て
与
え
帰
る
。
翌
日
「
天
川
」
に
往
き
て
、
ま
た
仙
女
に
逢
い
て
い
わ
く
、「
女

孝
心
深
事
」
竜
宮
界
の
竜
王
に
聞
き
、
殊
嘉
の
使
い
「
妾
導
君
也
」。
帰
り
去
り
、
往
き
て
王
命
に
応
じ
、
伊
嘉
利
、
こ
れ
に
従
い
て
、
海

中
に
入
り
、
立
地
す
る
と
こ
ろ
の
金
殿
・
玉
楼
は
光
輝
き
、
あ
た
か
も
上
界
の
風
景
に
似
る
。
竜
王
い
わ
く
、
汝
の
孝
心
に
天
地
感
動
し
、

わ
が
海
中
の
皆
こ
れ
を
憐
れ
む
。
こ
の
界
、「
皷
（
鼓
）
祢
入
祭
の
歌
舞
」
あ
り
て
、
墓
所
に
お
い
て
こ
れ
を
奏
す
。
す
な
わ
ち
、
先
祖
、

上
天
の
福
あ
る
は
、
子
孫
繁
昌
の
慶
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て
三
月
「
翌
」
の
竜
王
い
わ
く
、
汝
の
舞
楽
、
成
熟
に
て
早
く
去
り
、
三
年
三
月

斎
戒
・
精
進
し
て
奏
し
、
在
る
が
如
く
な
す
。
伊
嘉
利
、
謝
恩
し
て
殿
門
を
出
て
、
忽
然
と
し
て
帰
り
い
で
、
天
川
崎
に
お
い
て
竜
宮
界
の

三
ヶ
月
は
「
陽
間
」
＝
現
世
で
は
三
年
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
地
に
皷
祢
入
の
祭
が
始
ま
る
な
り
。
伊
嘉
利
の
嫡
子
桃
多
良
、
そ
の
嫡
子

中
智
盛
、
年
数
久
遠
に
し
て
、
勤
職
、
位
階
、
生
年
、
享
年
は
不
詳
。
そ
の
嫡
子
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
、
こ
れ
す
な
わ
ち
根
馬
氏
の
系
祖

な
り
。



【
原
文
】

定
基
川
平
首
里
大
屋
子

童
名
生
卒
不
詳

父
目
黒
盛
豊
親
定
政
五
代
中
智
盛

母
不
知
何
人

昔
年
為
川
平
首
里
大
屋
子
任
八
重
山
島
守
護
職

宇
座
盛
定
経

父
定
政
六
代
川
平
首
里
大
屋
子
定
基

母
不
知
為
何
人

生
卒
不
伝

定
寛
大
筆
者

童
名
亀

父
定
政
七
代
宇
座
盛
定
経

母
不
知
為
何
人

為
大
筆
者
役
到
八
重
山
島
三
年
在
帰
島
生
卒
不
伝
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【
要
約
】

（
一
世
）
定
基
川
平
首
里
大
屋
子
。

童
名
、
生
没
年
は
不
詳
。

父
は
目
黒
盛
豊
親
定
政
の
五
代
中
智
盛
。

母
は
不
知
た
め
何
人
た
る
か
知
れ
ず
。

昔
年
、
川
平
首
里
大
屋
子
と
な
っ
て
八
重
山
島
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
る
。

（
二
世
）
宇
座
盛
定
経
。

父
は
定
政
六
代
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
。

母
は
不
知
た
め
何
人
た
る
か
知
れ
ず
。

生
没
年
は
伝
わ
ら
ず
。

（
三
世
）
定
寛
大
筆
者
。

童
名
は
亀
。

父
は
定
政
七
代
宇
座
盛
定
経
。

母
は
不
知
た
め
何
人
た
る
か
知
れ
ず
。

大
筆
者
役
と
な
っ
て
八
重
山
島
に
至
り
、
三
年
あ
っ
て
帰
島
す
る
。
生
没
年
は
伝
わ
ら
ず
。



『
根
馬
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」、
一
五
二
二
年
「
与
那
国
島
の
鬼
虎
の
乱
」
等

に
つ
い
て
一
言
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
論
功
行
賞
で
一
世
定
基
が
石
垣
島
の
川
平
首
里
大
屋
子
の
八
重
山
守
護
職
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
の
曾
祖
父
・
根
馬
伊
嘉
利
と
忠
導
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
五
代
祖
父
・
普
佐
盛
豊
見
親
と
は
兄

弟
で
あ
る
。

『
根
馬
氏
系
図
家
譜
正
統
』
の
一
世
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
の
元
祖
目
黒
盛
豊
見
親
か
ら
八
世
洲
鎌
尓
也
定
春
ま
で
の
戸
主
や
室
（
妻
）

た
ち
の
関
係
系
図
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
代
―
目
黒
盛
豊
見
親
（
定
政
・
不
伝
）、
室
は
不
明
。

二
代
―
真
角
与
那
盤
殿
（
不
明
）、
室
は
不
明
。

三
代
―
根
馬
伊
嘉
利
（
不
明
）、
室
は
不
明
。

四
代
―
桃
多
良
（
不
明
）、
室
は
不
明
。

五
代
―
中
智
盛
（
不
明
）、
室
は
不
知
何
人
。

六
代
―
根
馬
氏
一
世
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
（
生
卒
不
詳
）、
室
は
不
知
為
何
人
。

七
代
―
二
世
宇
座
盛
定
経
（
生
卒
不
伝
）、
室
は
不
知
為
何
人
。

八
代
―
三
世
大
筆
者
定
寛
（
生
卒
不
伝
）、
室
は
不
知
為
何
人
。

九
代
―
四
世
友
利
首
里
大
屋
子
定
旨
（
一
五
九
五
〜
一
六
四
六
年
）、
室
は
免
嘉
（
一
五
九
七
〜
一
六
八
一
年
）。

十
代
―
五
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
定
満
（
一
五
八
六
〜
一
六
七
三
年
）、
室
は
喜
坐
良
（
不
明
）。

十
一
代
―
六
世
東
仲
宗
根
目
差
定
元
（
不
明
）、
室
は
多
能
盛
（
一
六
四
九
〜
一
七
一
六
年
）。
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十
二
代
―
七
世
洲
鎌
親
雲
上
定
道
（
一
六
七
一
〜
一
七
四
三
年
）、
室
は
嘉
那
志
（
一
六
七
七
〜
一
七
四
一
年
）。

十
三
代
―
八
世
洲
鎌
尓
也
定
春
（
一
七
一
五
〜
七
一
年
）、
室
は
保
那
人
（
一
七
二
四
〜
九
二
年
）。

３．

白
川
氏
一
世
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源
一
族
に
つ
い
て

『
球
陽
』

王
府
編
纂
史
書
『
球
陽
』（
一
七
四
三
〜
一
八
七
六
年
）
に
は
「
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
の
中
山
へ
の
入
貢
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
球
陽
研

究
會
『
球
陽
　
原
文
編
・
読
み
下
し
編
』（
一
九
七
四
年
／
角
川
書
店
）
の
中
の
察
度
王
四
十
一
（
一
三
九
〇
）
年
条
の
「
四
十
一
年
宮
古

中
山
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
「
原
文
編
・
読
み
下
し
編
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
部
分
を
み
て
み
よ
う
（「
読
み
下
し
」
の
か
っ

こ
内
は
筆
者
）。

【
原
文
】

【
読
み
下
し
】

四
十
一
（
一
三
九
〇
）
年
、
宮
古
・
八
重
山
、
始
め
て
来
朝
し
入
貢
す
。

中
山
、
前
に
使
を
遣
は
し
て
入
京
せ
し
む
。
其
の
使
臣
、
風
を
被
り
て
彼
の
嶋
に
飄
至
す
。
時
に
乃
ち
二
島
の
人
、
琉
球
の
事
大
の
礼
を
行

ふ
を
見
、
各
管
属
の
島
を
率
ゐ
、
臣
と
称
し
て
貢
を
納
る
。
是
れ
に
由
り
て
中
山
始
め
て
強
し
。



【
原
文
】

【
読
み
下
し
】

高
楼
を
建
造
し
て
以
て
遊
観
に
備
ふ
。

中
山
先
に
巳
に
漸
く
衰
ふ
る
も
、
宮
古
・
八
重
山
の
臣
服
よ
り
以
後
、
国
勢
始
め
て
強
し
。
是
れ
に
由
り
て
王
、
稍
驕
奢
に
し
て
、
数
丈
の

高
楼
を
建
造
し
、
以
て
遊
観
に
備
ふ
。
一
日
、
楼
に
登
り
戯
言
し
て
曰
く
、
予
此
の
楼
に
居
る
。
誰
か
敢
へ
て
害
を
加
へ
ん
や
と
。
当
夜
、

蛇
王
の
左
手
を
咬
む
。
其
の
患
処
腫
爛
し
て
、
手
終
に
断
つ
。
法
司
奏
し
て
曰
く
、
王
の
手
此
く
の
如
く
な
れ
ば
、
何
を
以
て
礼
を
行
は
ん

や
。
願
は
く
は
臣
の
手
を
進
め
ん
と
。
奏
し
畢
り
、
其
の
手
を
割
き
て
之
れ
を
献
じ
、
医
を
召
し
て
続
療
せ
し
む
。
是
の
故
に
、
察
度
の
左

手
は
、
色
黒
く
多
毛
に
し
て
全
体
と
異
な
る
（
察
度
の
寿
影
は
、
伝
へ
て
末
吉
万
寿
寺
に
在
り
し
が
、
万
暦
三
十
八
〈
一
六
一
〇
〉
年
庚
戌

九
月
二
十
二
日
、
寺
の
失
火
に
因
り
て
焼
滅
す
）。

【
原
文
】
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【
読
み
下
し
】



114

（
３
）、『
白
川
氏
系
圖
家
譜
正
統
』（
白
川
氏
家
譜
序
・
元
祖
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源
・
二
世
大
立
大
殿
恵
幹
・
三
世
能
知
伝
盛
大
親
恵
照
・
四
世
下

里
与
人
恵
山
）

平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
『
平
良
市
史
　
前
近
代
　
第
三
巻
　
資
料
編
１
』（
一
九
八
一
年
／
平
良
市
）
の
「
三
、
宮
古
関
係
系
図

家
譜
」
の
「
白
川
氏
系
圖
家
譜
正
統
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

白
川
氏
家
譜
序
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白
川
氏
家
譜
　
正
統

記
録

元
祖
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源

童
名
真
佐
久
　
生
卒
不
伝
或
曰
天
人
之
子
也
然
世
遠
而
末
詳
其
実
否

父
母
不
詳

室
久
栄
免
嘉
　
姓
名
生
卒
不
詳

察
度
王
世
代

大
明
洪
武
二
十
三
年
始
入
貢
中
山
輸
誠
帰
順
原
是
麻
姑
山
未
通
中
山
之
前
民
俗
常
馳
暴
邪
強
凌
弱
弱

強
奸
邪
暴
戻
無
所
不
為
人
民
塗
炭

己
極
恵
源
為
土
民
所
推
戴
為
一
島
之
主
長
尽
心
竭
力
能
教
能
導
奈
俗
習
深
染
無
力
遽
可
革
常
以
民
俗
為
憂
一
日
天
晴
風
静
特
遇
白
川
聚
沙

像
造
船
隻
備
設
祭
物
向
天
祈
拝
日
我
島
僻
在
海
隅
民
俗
頑
愚
而
天
性
之
道
礼
法
之
宜
未
有
全
知
若
非
順
大
國
以
沐
教
化
何
以
得
改
民
俗
哉

但
渺
渺
蒼
海
不
知
向
何
処
去
万
乞
天
帝
垂
憐
於
生
民
早
示
我
何
向
往
之
処
拝
畢
艮
寅
之
方
瑞
雲
忽
生
恵
源
心
甚
疑
未
幾
月
只
見
大
船
飄
来

問
之
則
有
言
曰
予
是
琉
球
中
山
入
貢
天
朝
之
船
也
恵
源
愈
知
以
小
事
大
之
礼
大
喜
曰
吾
效
中
山
入
貢
之
礼
予
島
亦
入
貢
中
山
則
島
民
受
王

國
教
化
而
邪
逆
之
俗
竟
可
大
改
即
命
工
人
在
子
白
川
修
造
貢
船
装
載
方
物
即
祈
拝
広
瀬
御
嶽
及
諸
神
洪
武
二
十
三
年
指
向
寅
方
直
到
中
山

貢
方
物
以
称
臣
是
通
中
山
之
始
也
時
察
度
王
深
嘉
遠
来
之
誠
賞
賜
品
物
封
為
一
島
主
長
自
是
毎
年
入
貢
観
光
上
國
粲
然
旧
俗
改
変
永
承
雍

之
慶
矣
是
誠
我
島
千
載
洪
福
也
其
詳
見
康

丁
亥
雍
正
丁
未
旧
記
矣

遺
老
説
曰
恵
源
始
上
中
山
時
奉
旨
留
泊
泊
御
殿
此
時
挙
島
人
民
不
通
琉
語
者
甚
多
而
不
能
辨
事
由
是
恵
源
奉
命
択
伶
俐
者
二
十
名
留
住

泊
御
殿
令
学
琉
語
又
日
恵
源
始
為
島
長
入
貢
其
後
有
糸
数
大
按
司
続
之
其
後
有
根
馬
氏
豊
見
親
者
又
続
之
云
爾
然
百
余
年
間
有
幾
人
某

々
続
之
也
今
不
可
考
但
恵
源
孫
子
亦
為
島
長
云
云
総
不
能
詳
故
以
恵
幹
以
下
為
実
記
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二
世
大
立
大
殿
恵
幹

童
名
真
佐
利
恵
源
一
子
泰
川
大
殿
弟
三
子
也
　
父
大
殿
得
病
隠
泰
川
及
兄
二
人
因
早
卒
続
恵
源
之
家
統

父
泰
川
大
殿
　
生
卒
不
詳

母
久
栄
免
嘉
　
姓
名
生
卒
不
詳

室
金
免
嘉
　
姓
名
生
卒
不
詳

尚
泰
久
王
世
代

天

年
間
奉
命
為
一
島
主
長
捧
年
貢
上
中
山
公
事
全
竣
帰
島
次
後

々
捧
貢
上
國
世
久
未
知
其
詳
故
略
不
記

尚
圓
王
世
代

成
化
年
間
捧
貢
上
國
公
事
全
竣
時
恵
幹
奏
臣
年
七
十
余
職
務
難
勤
願
令
臣
辞
任
仍
以
愚
子
恵
照
与
近
随
忠
導
氏
空
広
玄
雅
而
人
為
長
輪
流

更
番
入
貢
上
國
則
臣
之
願
足
矣
等
情
恭
蒙
允
許
其
請
既
而
帰
島

三
世
能
知
伝
盛
大
親
恵
照

童
名
能
知
伝
盛
生
寿
不
詳

父
恵
幹

母
金
免
嘉

室
免
嘉
盛
　
姓
名
生
卒
不
詳

尚
真
王
世
代

成
化
年
間
當
父
恵
幹
上
國
之
期
因
老
而
辞
恵
照
代
父
捧
貢
公
事
既
竣
回
棹
之
時

逢
逆
風
飄
到
久
米
島
奈
恵
照
又
得
病
故
葬
干
彼
島
東
嶽
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四
世
下
里
与
人
恵
山

童
名
真
佐
久
生
寿
不
詳

父
恵
照

母
免
嘉
盛

室
真
保
那
利
忠
導
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
女
也
生
卒
不
詳

尚
真
王
世
代

嘉
靖
年
間
任
下
里
与
人
未
幾
而
卒

【
要
約
】

白
川
氏
家
譜
序

ひ
そ
か
に
あ
ん
ず
る
に
、
国
が
歴
史
を
立
て
て
政
事
を
記
し
、
家
が
譜
を
設
け
て
世
系
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
理
は
一
つ
で
あ
る
。
予
、

百
世
の
の
ち
に
生
ま
れ
、
百
世
の
前
を
さ
か
の
ぼ
る
に
、
本
島
宮
古
島
は
中
山
を
遙
か
に
離
れ
、
渺
々
と
し
て
海
外
に
在
り
。
民
俗
は
常
に

暴
戻
（
乱
暴
で
道
理
に
反
す
る
）
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
弱
者
を
凌
辱
し
、
仁
義
や
忠
孝
の
道
を
知
ら
ず
。
我
が
始
祖
・
与
那
覇
勢
頭
豊
見

親
恵
源
公
は
性
質
純
明
に
し
て
才
智
は
衆
に
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
土
民
は
彼
を
推
戴
す
る
所
と
な
り
て
、
本
島
の
主
長
と
な
る
。「
常
に
民

俗
を
以
て
憂
え
」、
心
を
尽
く
し
力
を
竭
（
つ
）
く
し
、
よ
く
教
え
よ
く
導
く
。
い
か
ん
せ
ん
、
俗
習
深
く
染
ま
り
て
に
わ
か
に
あ
ら
た
ま
る

に
あ
た
わ
ず
。
洪
武
二
十
三
（
一
三
九
〇
）
年
に
至
り
て
、
恵
源
公
、
方
物
を
貢
ぎ
中
山
に
臣
下
と
称
す
。
こ
れ
本
島
、
中
山
に
通
じ
る
始

め
な
り
。
以
後
、
深
く
中
山
の
徳
沢
を
こ
う
む
り
、
民
俗
、
漸
化
・
漸
変
し
て
、
五
倫
、
四
民
の
道
あ
る
を
知
り
、
大
い
に
和
睦
を
致
し
、

平
安
の
慶
を
う
く
る
を
得
る
。
こ
れ
誠
に
我
が
島
の
千
載
の
栄
福
な
り
。
す
で
に
百
有
余
年
を
へ
て
、
我
が
家
の
、
簪
纓
（
し
ん
え
い
＝
冠
を
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と
め
る
こ
う
が
い
と
、
冠
の
紐
＝
高
官
の
衣
服
＝
そ
の
よ
う
な
身
分
）、
世
冑
（
せ
ち
ゅ
う
＝
家
柄
の
あ
る
家
の
子
孫
）、
科
第
（
科
挙
）、

聯
（
意
味
不
明
）
は
、
綿
々
延
々
と
し
て
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
。
我
、
歴
年
久
し
く
し
て
始
祖
の
功
業
お
よ
び
本
島
来
歴
の
縁
由
を
忘
れ
る
を

あ
る
を
恐
れ
、
こ
れ
に
お
い
て
雍
正
七
（
一
七
二
九
）
年
宮
古
・
八
重
山
同
じ
く
朝
す
る
の
時
、
と
も
に
商
議
し
て
「
奏
請
修
譜
以
重
家
系
」

（
修
譜
を
奏
請
し
て
以
て
家
系
を
重
ね
る
）
朝
廷
深
く
嘉
す
る
を
こ
う
む
り
、
そ
の
志
、
特
に
両
島
修
譜
を
許
し
、
な
ら
び
に
各
家
覆
氏
（
二
字

姓
）
を
賜
る
。

こ
の
白
川
を
以
て
氏
と
な
す
は
、
こ
れ
始
祖
恵
源
公
、
白
川
の
浜
に
在
り
て
、
禎
祥
（
め
で
た
い
し
る
し
）
を
得
て
、
以
て
中
山
に
通
じ

る
故
を
以
て
氏
と
な
す
。
ま
た
、
恵
源
、
は
じ
め
て
貢
船
を
造
り
、
以
て
貢
典
の
道
を
開
く
故
に
恵
を
以
て
名
乗
り
字
と
な
す
。

伏
し
て
考
え
る
に
、
我
が
家
の
始
祖
、
今
の
世
に
い
た
る
を
以
て
国
恩
に
沐
し
、
子
孫
多
く
頭
官
に
登
り
、
則
ち
本
島
喬
木
（
空
に
高
く

そ
び
え
て
い
る
木
の
よ
う
な
）
の
家
な
り
。
こ
い
ね
が
わ
く
ば
、
そ
れ
後
世
の
孫
氏
、
よ
く
忠
孝
の
志
に
励
み
、
身
を
修
め
、
職
を
勤
め
、

上
は
国
恩
に
報
い
、
下
は
宗
業
（
先
祖
の
業
）
を
顕
わ
に
せ
ば
、
則
ち
家
門
の
景
福
、
誠
に
莫
大
な
る
か
。「
我
、
数
言
を
弁
ず
る
に
よ
り
、

以
て
永
伝
不
朽
の
家
譜
と
す
る
」

乾
隆
十
九
（
一
七
五
四
）
年
甲
戌
　
　
　
　
　
十
二
世
の
裔
孫

前
任
の
（
白
川
氏
十
二
世
）
頭
役
平
良
親
雲
上
恵
治
（
一
六
六
八
〜
一
七
四
四
年
）、
謹
ん
で
識
す
。

白
川
氏
家
譜
　
正
統

記
録

元
祖
は
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源
。

童
名
は
真
佐
久
、
生
没
年
は
伝
わ
ら
ず
、
或
い
は
い
う
、
天
人
の
子
な
り
。
し
か
る
に
世
（
時
代
）
遠
く
し
て
、
そ
の
実
否
は
未
詳
。

父
母
は
不
詳
。
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室
は
久
栄
免
嘉
、
姓
名
、
生
没
年
は
不
詳
。

察
度
王
世
代
（
一
三
五
〇
〜
九
五
年
）。

大
明
の
洪
武
二
十
三
（
一
三
九
〇
）
年
、
は
じ
め
て
中
山
に
入
貢
し
、「
輸
し
て
誠
に
帰
順
す
」、
も
と
こ
れ
、
宮
古
島
、
い
ま
だ
中
山
に

通
じ
ざ
る
の
前
、
民
俗
常
に
暴
邪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
強
き
は
弱
き
を
凌
ぎ
、
弱
き
は
強
き
を

う
。
奸
邪
・
暴
戻
、
な
さ
ざ
る
と
こ
ろ

な
く
、
人
民
塗
炭
を
極
む
。
恵
源
、
土
民
推
戴
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
て
一
島
の
主
長
と
な
り
、
心
を
尽
く
し
力
を
竭
く
し
て
、
よ
く
教
え

よ
く
導
く
。
い
か
ん
せ
ん
、
俗
習
深
く
染
ま
り
て
、「
無
力
」
に
わ
か
に
あ
ら
た
む
べ
し
＝
常
に
民
俗
を
以
て
憂
い
た
る
。
あ
る
日
、
天
晴

れ
て
風
静
か
に
し
て
、「
特
遇
」
白
川
村
に
砂
の
像
で
船
を
造
っ
て
祭
物
を
供
え
、
天
に
向
か
い
て
祈
り
拝
む
。
我
が
島
は
僻
し
て
海
の
隅

に
在
り
、
民
俗
は
頑
愚
に
し
て
天
性
の
道
、
礼
法
の
宜
し
き
を
い
ま
だ
す
べ
て
を
知
る
を
あ
ら
ず
。
も
し
大
国
に
よ
り
て
以
て
教
化
を
沐

せ
ず
ば
、
何
を
以
て
民
俗
を
改
め
う
る
や
。
た
だ
し
、
渺
々
た
る
蒼
海
、
何
処
に
向
か
う
か
を
知
ら
ず
。「
去
万
乞
天
帝
垂
憐
於
生
民
早
示
」

我
、
何
に
向
か
い
往
き
て
拝
む
か
。
艮
（
う
し
と
ら
＝
北
東
）
の
方
に
瑞
雲
た
ち
ま
ち
に
生
じ
、
恵
源
、
心
を
は
な
は
だ
疑
す
る
天
朝
の

わ
せ
、
い
ま
だ
幾
月
せ
ず
し
て
た
だ
大
船
の
飄
来
す
る
を
見
、
こ
れ
に
問
う
に
、
す
な
わ
ち
言
あ
り
て
曰
く
、
予
こ
れ
琉
球
中
山
に
入
貢

船
な
り
、
恵
源
い
よ
い
よ
小
事
を
以
て
大
の
礼
を
知
る
。
大
い
に
喜
び
て
曰
く
、
わ
れ
中
山
入
貢
の
礼
に
な
ら
い
、
予
の
島
ま
た
中
山
に
入

貢
す
。
す
な
わ
ち
島
民
王
国
の
教
化
を
受
け
て
、
邪
逆
の
俗
つ
い
に
大
い
に
改
む
べ
し
。
即
ち
工
人
に
命
じ
て
「
在
子
白
川
」
貢
船
を
修

造
し
、
方
物
を
装
載
し
て
、
即
ち
広
瀬
御
嶽
お
よ
び
諸
神
を
祈
拝
し
、
洪
武
二
十
三
（
一
三
九
〇
）
年
寅
の
方
に
指
し
向
け
、
た
だ
ち
に
中

山
に
至
り
て
、
方
物
を
貢
ぎ
、
以
て
臣
を
称
す
。
こ
れ
、
中
山
に
通
じ
る
始
め
な
り
。
時
に
察
度
王
、
遠
来
の
誠
を
深
く
嘉
し
、
品
物
を
賞

賜
し
、
一
島
の
主
長
と
し
て
封
ず
る
。
こ
れ
よ
り
毎
年
入
貢
し
、
上
国
し
て
観
光
す
る
に
、
燦
然
と
旧
俗
改
変
し
、
永
く
雍
熙
の
慶
を
承

る
。
こ
れ
誠
に
我
が
島
、
千
載
洪
福
な
り
。
そ
の
詳
細
は
、
康
熙
丁
亥
（
一
七
〇
七
年
）、
雍
正
丁
未
（
一
七
二
七
年
）
の
旧
記
に
見
ゆ
。

「
遺
老
説
伝
」
に
い
わ
く
、
恵
源
は
じ
め
て
中
山
に
上
る
の
時
、
旨
を
奉
じ
て
泊
御
殿
に
留
泊
す
。
こ
の
時
、
島
の
人
民
を
挙
げ
て
琉



120

球
語
通
じ
ざ
る
者
甚
だ
多
く
し
て
、
弁
ず
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
よ
し
。
こ
れ
恵
源
、
命
を
奉
じ
て
怜
悧
の
者
二
十
名
を
え
ら
び
、
泊
御

殿
に
留
住
さ
せ
て
琉
球
語
を
学
び
せ
し
む
。
ま
た
い
わ
く
、
恵
源
は
じ
め
て
島
長
と
な
り
て
入
貢
し
、
そ
の
後
、
糸
数
大
按
司
が
あ
り

て
続
き
、
そ
の
後
、
根
馬
氏
豊
見
親
と
い
う
者
が
あ
り
、
続
く
と
い
う
。
し
か
る
に
百
余
年
間
、
幾
人
、
某
々
が
あ
り
て
、
続
く
な
り
。

今
、
考
う
べ
か
ら
ず
。
た
だ
し
、
恵
源
の
孫
子
ま
た
島
長
と
な
る
と
云
々
。
総
じ
て
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
に
あ
た
わ
ざ
る
を
以
て
、
恵

幹
以
下
の
実
記
を
な
す
。

二
世
大
立
大
殿
恵
幹
。

童
名
は
真
佐
利
、
恵
源
の
一
子
、
泰
川
大
殿
の
弟
三
子
な
り
。
父
大
殿
、
病
を
得
て
泰
川
に
隠
れ
、
お
よ
び
兄
二
人
が
早
世
す
る
に
よ
り
、

恵
源
の
家
統
を
継
ぐ
。

父
は
泰
川
大
殿
、
生
没
年
は
不
詳
。

母
は
久
栄
免
嘉
、
姓
名
、
生
没
年
は
不
詳
。

室
は
金
免
嘉
、
姓
名
、
生
没
年
は
不
詳
。

尚
泰
久
王
世
代
（
一
四
五
四
〜
六
〇
年
）。

天
順
年
間
（
一
四
五
七
〜
六
四
年
）、
命
を
奉
じ
て
一
島
の
主
長
と
な
り
、
年
貢
を
捧
げ
て
、
中
山
に
上
り
、
公
事
を
完
了
し
て
帰
島
す
。

次
に
の
ち
、
し
ば
し
ば
年
貢
を
捧
げ
て
上
国
す
。
世
、
久
し
く
し
て
、
い
ま
だ
、
そ
の
詳
細
を
知
ら
ざ
る
ゆ
え
、
略
し
て
記
さ
ず
。

尚
円
王
世
代
（
一
四
七
〇
〜
七
六
年
）。

成
化
年
間
（
一
四
六
五
〜
八
七
年
）、
年
貢
を
捧
げ
て
上
国
し
、
公
事
を
完
了
す
る
。
時
に
恵
幹
、
臣
（
私
）
歳
七
十
余
に
し
て
、
職
務
勤

め
難
し
。
願
わ
く
ば
臣
を
辞
任
せ
し
め
、
よ
り
て
愚
息
恵
照
と
、
忠
導
氏
空
広
玄
雅
を
以
て
「
人
為
長
」「
輪
流
更
番
＝
輪
番
に
」
入
貢
、
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上
国
せ
ば
、
す
な
わ
ち
臣
の
願
い
足
る
な
り
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
う
や
う
や
し
く
許
し
を
蒙
り
、
そ
れ
を
請
け
て
す
で
に
帰
島
す
。

三
世
能
知
伝
盛
大
親
恵
照
。

童
名
は
能
知
伝
盛
、
生
年
、
享
年
は
不
詳
。

父
は
恵
幹
。

母
は
金
免
嘉
。

室
は
免
嘉
盛
、
姓
名
、
生
没
年
は
不
詳
。

尚
真
王
世
代
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）。

成
化
年
間
（
一
四
六
五
〜
八
七
年
）、
ま
さ
に
父
恵
幹
が
上
国
の
と
き
、
老
に
し
て
辞
す
に
よ
り
、
恵
照
父
に
代
わ
り
て
、
貢
物
を
捧
げ
、

公
事
を
完
了
し
て
棹
を
か
え
す
の
時
、
に
わ
か
に
逆
風
に
逢
い
、
久
米
島
に
漂
着
す
。
い
か
ん
せ
ん
恵
照
、
ま
た
病
を
得
て
故
し
、
彼
島

東
嶽
に
葬
る
。

四
世
下
里
与
人
恵
山
。

童
名
は
真
佐
久
、
生
年
、
享
年
は
不
詳
。

父
は
恵
照
。

母
は
免
嘉
盛
。

室
は
真
保
那
利
、
忠
導
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
娘
な
り
。
生
年
、
享
年
は
不
詳
。

尚
真
王
世
代
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）。
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嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
六
六
年
）、
下
里
与
人
に
任
じ
ら
れ
、
幾
年
も
せ
ず
し
て
卒
す
。

『
白
川
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は
、「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
に
つ
い
て
一
言
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
家
譜

で
見
る
か
ぎ
り
琉
球
王
国
に
忠
誠
を
誓
い
白
川
氏
を
賜
り
系
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。
一
三
九
〇
年
、
元
祖
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源
が
初
め

て
中
山
（
琉
球
王
国
）
に
入
貢
し
て
い
る
。

元
祖
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源
か
ら
十
一
世
下
地
親
雲
上
恵
和
ま
で
の
戸
主
や
室
（
妻
）
た
ち
の
関
係
系
図
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
代
―
元
祖
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
恵
源
（
生
卒
不
伝
）、
室
は
久
栄
免
嘉
（
姓
名
生
卒
不
詳
）。

二
代
―
二
世
大
立
大
殿
恵
幹
（
生
卒
不
詳
）、
室
は
金
免
嘉
（
姓
名
生
卒
不
詳
）。

三
代
―
三
世
能
知
伝
盛
大
親
恵
照
（
生
寿
不
詳
）、
室
は
免
嘉
盛
（
姓
名
生
卒
不
詳
）。

四
代
―
四
世
下
里
与
人
恵
山
（
生
寿
不
詳
）、
室
は
真
保
那
利
（
生
卒
不
詳
）。

五
代
―
五
世
赤
人
大
親
恵
白
（
生
寿
不
詳
）、
室
は
保
那
人
盛
（
生
卒
不
詳
）。

六
代
―
六
世
西
仲
宗
根
与
人
恵
道
（
一
五
四
〇
〜
七
二
年
）、
室
は
嘉
那
志
丸
（
一
五
四
〇
〜
九
五
年
）。

七
代
―
七
世
下
地
親
雲
上
恵
傳
（
一
五
五
八
〜
一
六
〇
六
年
）、
室
は
仁
喜
屋
千
代
盛
（
一
五
五
九
〜
一
六
二
〇
年
）。

八
代
―
八
世
平
良
親
雲
上
恵
忠
（
一
五
八
三
〜
一
六
二
五
年
）、
室
は
土
嘉
免
嘉
盛
（
一
五
八
六
〜
一
六
五
〇
年
）。

九
代
―
九
世
下
地
親
雲
上
恵
是
（
一
六
〇
八
〜
五
五
年
）、
室
は
亀
（
一
六
二
五
〜
六
二
年
）。

十
代
―
十
世
下
地
親
雲
上
恵
根
（
一
六
二
五
〜
一
七
〇
二
年
）、
室
は
免
嘉
盛
（
一
六
二
八
〜
七
一
年
）。

十
一
代
―
十
一
世
下
地
親
雲
上
恵
和
（
一
六
四
六
〜
九
四
年
）、
室
は
亀
（
一
六
四
七
〜
一
七
二
六
年
）。
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４
、
河
充
氏
元
祖
川
満
大
殿
一
族
に
つ
い
て

（
４
）、『
河
充
氏
系
圖
家
譜
正
統
』（
序
・
一
世
真
敷
友
利
首
里
大
屋
子
・
二
世
真
饒
砂
川
親
雲
上
）

平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
『
平
良
市
史
　
前
近
代
　
第
三
巻
　
資
料
編
１
』（
一
九
八
一
年
／
平
良
市
）
の
「
三
、
宮
古
関
係
系
図
家

譜
」
の
「
河
充
氏
系
圖
家
譜
正
統
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

以
元
祖
川
満
大
殿
者
成
化
年
間
之
人
也
弘
治
年
間
八
重
山
島
大
浜
赤
蜂
兄
弟
叛
逆
之
時
忠
導
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
為
官
軍
之
指
道
亦

嘉
靖
年
間
同
島
之
内
与
那
国
島
之
首
長
鬼
虎
謀
叛
之
時
再
玄
雅
随
従
到
彼
地
征
罰
逆
徒
等
全
皈
島
亦
正
徳
年
間
下
地
徃
来
之
途
中
加
那
浜
泥

土
而
多
人
民
常
憂
徃
還
之
労
難
是
故
受
玄
雅
之
命
使
畳
石
道
下
地
橋
道
是
也
亦
夜
光
名
珠
進
上
玄
雅
云
云

是
殊
者
昔
　
天
女
之
　
男
真
種
子
若
按

司
従
母
譲
来
闇
夜
無
燈
如
白
日
然
浦
島
之
主
女
子
喜
佐
間
盛
真
良
貧
欲
之
人
執
是
珠
若
按
司
搦
捕
七
日
七
夜
之
問
無
限
雖
然
家
之
中
柱
彫
入
深
帳
不
使
見
是
時
元
祖
大
殿
若
按

司
憐
無
道
逢
責
竊
與
飯
水
故
為
報
此
恩
大
殿
使
知
張
所
大
殿
執
之
進
玄
雅
此
奉
捧
聖
君
也
旧
記
并
綾
語
詳
也
　
吾
雖

世
之
後
生
万
世
之
子
孫
恐
忘
是
功
所
聞
古

伝
謹
而
書
之
也
（
略
）

真
敷
友
利
首
里
大
屋
子

童
名
鶴
壽

父
母
生
卒
不
詳

尚
清
王
世
代

嘉
靖
三
十
年
辛
亥
七
月
十
三
日
自
下
地
大
佐
事
為
洲
鎌
船
筑
后
為
友
利
首
里
大
屋
子
雖
然
年
暦
久
遠
而
生
卒
勤
職
不
詳



真
饒
砂
川
親
雲
上

童
名
毛
佐

父
川
満
大
殿
末
孫
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷

【
要
約
】

（
略
）
元
祖
川
満
大
殿
は
成
化
年
間
（
一
四
六
五
〜
八
七
年
）
の
人
な
り
。
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）、
八
重
山
島
大
浜
の
赤

蜂
兄
弟
が
反
逆
し
た
と
き
、
忠
導
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
官
軍
に
従
い
、
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
六
六
年
）
に
は
同
島
の
う
ち
与
那
国

島
の
首
長
鬼
虎
が
謀
反
を
起
こ
し
た
と
き
、
再
び
玄
雅
に
随
従
し
て
彼
の
地
に
至
り
、
逆
徒
を
征
伐
し
て
帰
島
し
た
。
ま
た
正
徳
年
間
（
一

五
〇
六
〜
二
一
年
）、
下
地
往
来
の
途
中
の
加
那
浜
は
泥
土
に
し
て
、
人
民
は
常
に
往
還
の
労
苦
を
憂
う
。
こ
れ
ゆ
え
、
玄
雅
の
命
を
受
け
て

石
畳
に
し
た
。
下
地
橋
こ
れ
な
り
。
夜
光
る
名
珠
を
玄
雅
に
進
上
す
る
と
い
う
。（
こ
れ
「
殊
」
は
、
昔
、
天
女
の
男
児
真
種
子
若
按
司
、
母

よ
り
譲
り
来
た
り
て
、
闇
夜
に
灯
無
く
を
白
日
の
如
く
す
。
し
か
る
に
、
浦
島
の
主
の
女
子
喜
佐
間
盛
真
良
は
貪
欲
の
人
に
て
、
こ
の
珠
を

と
り
て
若
按
司
を
搦
め
捕
ら
え
、
七
日
七
夜
、
問
う
こ
と
限
り
無
し
。
し
か
る
と
い
え
ど
も
、
家
の
中
柱
「
彫
入
深
帳
不
使
見
」
こ
の
時
、

元
祖
大
殿
若
按
司
、
無
道
を
憐
れ
み
、
責
窃
に
逢
い
、
飯
水
を
与
う
。
故
に
こ
の
恩
に
報
い
ん
が
た
め
、
大
殿
「
使
知
張
所
、
大
殿
執
之
進
玄

雅
」
こ
れ
、
聖
君
に
捧
げ
奉
る
な
り
。
旧
記
な
ら
び
に
ア
ヤ
グ
に
つ
ま
び
ら
か
な
り
。）
わ
れ
、

世
の
の
ち
に
生
ま
れ
る
と
い
え
ど
も
、
万

世
の
子
孫
、
こ
の
功
を
忘
れ
る
を
恐
れ
、
古
伝
聞
く
と
こ
ろ
を
謹
ん
で
書
す
な
り
。

（
一
世
）
真
敷
友
利
首
里
大
屋
子
。

童
名
は
鶴
壽
。
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父
母
の
生
没
は
不
詳
。

尚
清
王
（
一
五
二
七
〜
五
五
年
）
の
世
代
。

嘉
靖
三
十
（
一
五
五
一
）
年
辛
亥
七
月
十
三
日
、
下
地
大
佐
事
よ
り
洲
鎌
船
筑
と
な
り
、
の
ち
友
利
首
里
大
屋
子
と
な
る
。
し
か
る
と
い

え
ど
も
、
年
暦
久
遠
に
し
て
生
没
年
、
勤
職
年
数
は
不
詳
。

（
二
世
）
真
饒
砂
川
親
雲
上
。

童
名
は
毛
佐
。

父
は
川
満
大
殿
の
末
孫
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷
（
略
）。

下
地
一
帯
の
有
力
者
川
満
大
殿
は
、
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」、
一
五
二
二
年
鬼
虎
の
乱
に
仲
宗
根
豊
見

親
玄
雅
に
従
い
参
戦
し
、
論
功
行
賞
で
「
河
充
氏
」
で
名
乗
り
頭
の
「
真
」
を
賜
り
、
そ
の
後
末
孫
の
真
敷
は
友
利
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
。

『
河
充
氏
家
譜
正
統
』
の
一
世
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷
の
祖
父
・
川
満
大
殿
か
ら
六
世
新
里
尓
也
真
好
ま
で
の
戸
主
や
室
（
妻
）
た
ち
の

関
係
系
図
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
代
―
川
満
大
殿
（
河
充
氏
一
世
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷
の
祖
父
・
不
伝
）、
室
は
不
明
。

二
代
―
川
満
大
殿
の
嫡
子
（
河
充
氏
一
世
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷
の
父
）、
室
は
不
明
。

三
代
―
河
充
氏
一
世
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷
（
不
詳
）、
室
は
嘉
那
志
（
生
卒
不
詳
）。
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四
代
―
二
世
砂
川
親
雲
上
真
饒
（
一
五
七
二
〜
一
六
三
二
年
）、
室
は
大
阿
母
保
奈
利
（
生
卒
不
詳
）。

五
代
―
三
世
砂
川
親
雲
上
真
逸
（
一
五
九
一
〜
一
六
六
七
年
）、
室
は
邊
計
（
一
六
一
二
〜
三
二
年
）。

六
代
―
四
世
砂
川
親
雲
上
真
安
（
一
六
二
六
〜
六
〇
年
）、
室
は
真
満
（
一
六
二
八
〜
不
禄
年
号
月
日
）。

七
代
―
五
世
新
里
与
人
真
喜
（
一
六
五
五
〜
九
〇
年
）、
室
は
免
嘉
（
不
詳
〜
一
六
八
八
年
）。

八
代
―
六
世
新
里
尓
也
真
好
（
一
六
八
五
〜
一
七
五
三
年
）、
室
は
金
免
嘉
（
一
六
八
九
〜
一
七
八
四
年
）。

５．

土
原
氏
一
世
豊
見
親
春
源
一
族
に
つ
い
て

（
５
）、『
土
原
氏
家
譜
正
統
』（
序
・
土
原
豊
見
親
春
源
・
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
圖
）

平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
『
平
良
市
史
　
前
近
代
　
第
三
巻
　
資
料
編
１
』（
一
九
八
一
年
／
平
良
市
）
の
「
三
、
宮
古
関
係
系
図
家

譜
」
の
「
土
原
氏
家
譜
正
統
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

夫
正
統
者
如
有
水
木
根
源
然
則
詳
明
正
統
支
流
自
随
之
貫
通
杼
吾
元
祖
土
原
豊
見
親
春
源
者
弘
治
年
間
之
人
也
其
頃
八
重
山
島
大
濱
赤
蜂
兄

弟
及
與
那
國
之
鬼
虎
負
己
之
武
勇
不
随
王
化
謀
叛
之
時
随
従
忠
導
氏
玄
雅
到
彼
地
征
罸
逆
彼
到
中
山
奉
賀
而
玄
雅
使
元
祖
春
源
請
為
多
良
間

島
之
主
長
帰
島
云
々
吾
雖
為
八
代
之
末
孫
為
後
世
子
孫
依

聞
記
謹
而
誌
之
（
略
）

土
原
豊
見
親
春
源

童
名
宇
増
呂

父
母
不
知
為
何
人
子
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尚
真
王
世
代

弘
治
年
間
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
随
従
到
八
重
山
島
追
罰
徒
全
帰
島
嘉
靖
年
間
任
多
良
間
島
主
雖
然
久
遠
故
生
卒
不
詳

多
良
間
首
里
大
屋
子
春
圖

童
名
多
麻

父
土
原
豊
見
親
春
源

母
尻
仁マ
マ

屋
宇
増
呂
大
筑
女
保
名
人

弘
治
年
間
生

尚
真
王
世
代

正
徳
年
間
任
首
里
大
屋
子

嘉
清
（
靖
）
年
間
不
詳

【
要
約
】

そ
れ
正
統
は
木
の
根
源
に
水
が
あ
る
ご
と
く
。
し
か
る
に
す
な
わ
ち
、
正
統
・
支
流
（
本
家
・
分
家
）
は
自
ら
杼
の
貫
通
す
る
に
し
た
が

う
。
わ
が
元
祖
土
原
豊
見
親
春
源
は
、
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）
の
人
な
り
。
そ
の
こ
ろ
八
重
山
島
大
浜
の
赤
蜂
兄
弟
、
与

那
国
の
鬼
虎
が
己
の
武
勇
に
た
の
み
、
王
化
に
し
た
が
わ
ず
に
謀
反
を
し
た
と
き
、
忠
導
氏
玄
雅
に
随
従
し
て
彼
の
地
に
赴
い
て
逆
賊
を
討

っ
た
。
玄
雅
の
使
い
と
し
て
中
山
に
至
っ
て
賀
を
奉
り
、
元
祖
春
源
は
多
良
間
島
の
酋
長
と
な
っ
て
帰
島
し
た
と
い
う
。
わ
れ
、
八
代
の
末

孫
（
八
世
塩
川
与
人
春
倫
・
一
六
九
七
〜
一
七
六
一
年
）
た
る
と
い
え
ど
も
、
後
世
の
子
孫
の
た
め
、
旧
聞
記
に
よ
り
謹
ん
で
誌
す
。



（
一
世
）
土
原
豊
見
親
春
源
。

童
名
は
宇
増
呂
。

父
母
は
不
知
た
め
何
人
の
子
か
知
れ
ず
。

尚
真
王
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）
の
世
代
。

弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）
に
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
に
随
従
し
て
、
八
重
山
島
に
至
り
、
逆
賊
を
罰
し
て
帰
島
す
る
。
嘉
靖

年
間
（
一
五
二
二
〜
六
六
年
）
に
は
多
良
間
島
の
主
と
な
っ
た
が
、
久
遠
な
る
ゆ
え
に
、
生
没
年
は
不
詳
。

（
二
世
）
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
圖
。

童
名
は
多
麻
。

父
は
土
原
豊
見
親
春
源
。

母
は
尻
仁
屋
宇
増
呂
大
筑
の
娘
保
名
人
。

弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）
に
生
ま
れ
る
。

尚
真
王
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）
の
世
代
。

正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
〜
二
一
年
）
に
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
る
。

嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
六
六
年
）
は
不
詳
。

多
良
間
島
の
土
原
豊
見
親
春
源
は
、一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
の
と
き
忠
導
氏
玄
雅
に
従
い
参
戦
し
、
一

128
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六
二
二
年
の
与
那
国
島
の
「
鬼
虎
の
乱
」
で
も
親
子
で
参
戦
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
論
功
行
賞
で
は
「
土
原
氏
」
を
賜
り
、
父
は
春
源

を
名
乗
り
、
多
良
間
島
主
。
嫡
子
の
春
圖
は
多
良
間
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
土
原
氏
家
譜
正
統
』
の
初
代
・
多
良
間
島
主
春
源
か
ら
八
世
塩
川
与
人
春
倫
ま
で
の
戸
主
や
室
（
妻
）
た
ち
の
関
係
系
図
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

一
代
―
土
原
氏
一
世
土
原
豊
見
親
（
多
良
間
島
主
）
春
源
（
不
伝
）、
室
は
保
名
人
（
不
明
）。

二
代
―
二
世
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
圖
（
弘
治
年
間
生
〜
嘉
靖
年
間
不
詳
）、
室
は
免
嘉
（
不
明
）。

三
代
―
三
世
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
信
（
嘉
靖
年
間
生
〜
不
明
）、
室
は
免
嘉
（
不
詳
〜
一
六
三
三
年
）。

四
代
―
四
世
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
村
（
一
五
三
八
〜
一
六
〇
八
年
）、
室
は
邊
計
（
不
詳
）。

五
代
―
五
世
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
暄
（
一
五
八
七
〜
一
六
六
三
年
）、
室
は
多
江
（
寿
不
禄
年
号
月
日
不
詳
）。

六
代
―
六
世
多
良
間
仁
也
春
穏
（
一
六
三
四
〜
一
七
〇
〇
年
）、
室
は
保
名
人
（
一
六
三
七
〜
一
七
〇
〇
年
）。

七
代
―
七
世
多
良
間
筑
登
之
春
遊
（
一
六
七
〇
〜
一
七
三
三
年
）、
室
は
真
牛
（
一
六
六
八
〜
一
七
〇
〇
年
）。

八
代
―
八
世
塩
川
与
人
春
倫
（
一
六
九
七
〜
一
七
六
一
年
）、
室
は
山
良
免
嘉
（
不
禄
年
号
月
日
不
詳
）。

二
、
八
重
山
側
の
論
功
行
賞

『
球
陽
』
に
は
琉
球
王
国
に
忠
誠
を
誓
っ
た
八
重
山
側
の
論
功
行
賞
に
つ
い
て
も
「
始
置
八
重
山
大
阿
母
竝
永
良
比
金
」（
50
ペ
ー
ジ
〜
52

ペ
ー
ジ
の
原
文
・
読
み
下
し
を
参
照
）、「
八
重
山
獅
子
嘉
忠
義
死
節
蒙
賜
祭
奠
」（
145
ペ
ー
ジ
〜
146
ペ
ー
ジ
の
原
文
・
読
み
下
し
を
参
照
）

の
項
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
一
五
〇
〇
年
琉
球
王
国
に
忠
誠
を
誓
っ
た
八
重
山
の
一
族
（
一
門
、




